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哲
學
醗
究
　
　
第
鰯
十
九
號

美
の
本
質
（
承
前
）

酎
八

西
田
幾
多
郎

　
　
　
　
　
．
鶴

　
多
く
の
美
學
者
は
心
理
聖
者
の
聾
に
倣
ふ
て
、
主
情
を
興
起
無
内
容
な
る
快
不
快
と
考
へ
る
か

ら
、
鷺
ら
美
の
内
容
を
他
の
知
的
作
用
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
に
於
て
知
畳
と
か
表
象
と
か
想

像
と
か
の
内
容
が
直
に
美
的
内
容
と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
に
な
る
。
或
は
域
官
蘭
知

豊
が
美
的
威
傍
の
基
礎
と
湾
へ
ら
れ
、
或
は
美
の
愛
情
は
表
象
域
．
惰
で
あ
る
と
か
叉
は
想
像
戯
情

で
あ
る
と
か
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
眞
に
美
的
内
容
を
含
む
と
考
へ
ら
れ
る
直
硬
は
作

用
と
作
用
と
の
直
接
の
内
面
的
結
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
色
と
か
督
と
か
い
ふ
竜
の
が
、
考
へ

ら
れ
π
色
や
音
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
一
々
が
生
き
た
働
き
と
し
て
、
一
つ
の
作
用
か
ら
直
に
他
の

作
用
に
移
る
行
く
の
が
直
親
で
あ
る
。
是
故
に
直
魏
は
意
識
成
立
の
根
源
と
考
へ
ら
れ
、
そ
の
内

容
は
我
々
に
封
し
て
與
へ
ら
れ
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
知
畳
や
表
象
が
美
的
戴
情

の
墓
礎
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
此
の
如
き
直
親
の
意
義
に
於
て
で
な
け
れ
ば
覆
ら
諏
。
知
畳
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や
表
象
の
中
に
含
釣
れ
居
る
知
的
内
容
が
美
の
野
象
と
な
る
の
で
は
な
い
、
作
用
と
作
用
と
の
結

合
の
杓
容
が
美
の
内
容
と
な
る
の
で
あ
る
。
審
問
的
知
蝿
に
就
い
て
見
て
も
、
藝
術
美
の
内
容
と

な
る
も
の
は
、
そ
の
知
的
鋤
象
売
る
客
親
耳
塞
問
で
は
な
く
し
て
知
畳
其
物
の
統
鳳
力
と
し
て
内

に
働
き
っ
、
あ
る
主
観
的
塗
問
で
あ
る
。
　
ヒ
膨
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
扁
つ
の
因
子
が
す
べ
て
の
他
の

因
子
と
の
關
係
に
於
て
意
味
を
有
つ
と
い
ふ
隠
§
愛
野
｛
○
毒
と
は
、
此
の
如
き
竜
の
で
な
去
れ
ば

な
ら
ぬ
。
≦
断
羨
簿
は
美
的
威
情
は
表
象
の
内
容
の
威
情
で
あ
っ
て
作
用
の
戚
情
で
は
な
い
と
云

っ
て
居
る
が
、
氏
の
作
用
と
い
ふ
の
は
心
理
的
に
考
へ
ら
れ
拠
作
用
を
意
耀
し
て
居
る
の
で
、
氏
竜

美
的
性
質
の
皆
馨
蓉
σ
・
・
塁
醇
自
。
一
・
籔
帥
を
説
袈
美
と
シ
ム
メ
ト
リ
や
メ
ワ
デ
ィ
と
は
同
一
で
な
い

と
云
っ
て
居
る
。
（
ぞ
碁
の
O
ぎ
レ
O
ω
ぎ
鼻
矯
や
お
9
娼
≒
●
）
・

　
想
糠
・
罷
餐
巨
峯
δ
が
愈
愈
的
と
し
て
詩
的
内
容
の
燐
在
と
考
へ
ら
れ
る
の
も
、
同
様
の
理
由
に
よ

る
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
織
。
知
畳
に
於
て
は
、
餓
畳
内
容
の
一
々
が
作
用
と
し
て
内
面
酌
に
結

合
す
る
の
で
あ
る
が
、
痴
女
に
於
て
は
表
象
内
容
又
は
概
念
内
容
と
竜
い
ふ
べ
き
竜
の
が
一
々
作

用
と
し
て
直
に
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
想
像
が
普
蓮
に
翁
落
髪
。
前
盛
。
】
｝
㊥
＜
。
翼
Φ
ま
ロ
と
考
へ
ら
れ

る
の
は
之
に
由
る
の
で
あ
る
。
思
惟
と
想
像
と
ゆ
羅
宇
は
此
腱
に
あ
る
の
で
あ
る
ρ
此
雨
者
を

統
畳
的
結
合
と
考
へ
る
竜
、
そ
の
綜
合
の
直
接
な
る
所
に
、
想
像
の
直
観
牲
が
あ
る
の
で
あ
る
。
是
、

　
　
　
　
奨
・
の
　
寧
、
質
（
承
跡
）
、
　
　
　
　
　
［
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
一
九
．
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故
に
そ
の
内
容
は
如
何
に
抽
象
的
で
あ
っ
て
も
、
作
用
と
し
て
そ
の
結
合
が
内
面
的
に
し
て
直
接

な
る
時
一
種
の
美
威
を
有
つ
乙
と
も
で
き
る
。
デ
・
リ
シ
、
ン
が
｝
今
回
を
聞
い
だ
機
會
だ
敷
理
を
解

し
得
π
と
い
ム
如
く
、
激
理
の
如
き
も
の
に
竜
骨
塁
砦
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
想
像

の
直
観
性
を
そ
の
内
容
の
載
翌
旦
に
求
む
る
の
は
、
皮
絹
の
見
π
る
を
滞
れ
な
い
。
想
像
の
直
観

性
は
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
萬
ル
リ
ン
グ
な
ど
の
考
へ
た
如
く
、
そ
の
内
面
的
創
造
性
に
あ
る
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ル

ケ
ル
ト
は
Φ
貯
○
○
箆
き
裟
。
。
窪
ぎ
謬
象
昌
翻
O
伽
聲
自
重
㈹
Φ
ま
ぎ
ぎ
】
戸
§
ぞ
陣
唐
臼
O
鼻
O
詳
と
云
っ
て
殺
義
の
想
像

の
特
徴
と
し
て
居
る
が
、
想
像
の
直
魏
性
は
元
駅
此
麗
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
群
生
の
直
槻
性
や
生

氣
竜
之
に
基
く
と
考
へ
ね
ば
な
ら
澱
。

　
右
に
蓮
べ
π
如
き
美
的
内
容
の
直
槻
は
受
働
的
で
は
な
く
し
て
能
事
的
で
あ
る
、
卸
ち
輩
に
知

的
作
用
で
は
な
く
し
て
、
膚
ら
意
志
の
作
用
を
含
ん
で
居
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
作
用
と
作
用
と
を
内

面
的
に
結
合
す
る
も
の
は
意
志
の
立
華
で
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
藝
術
的
直
観
の
内
容
は
作
用
藁

物
が
直
に
内
容
と
覆
る
の
で
あ
る
。
≦
ぎ
皇
嗣
な
ど
が
美
的
性
質
の
理
想
性
、
手
勢
象
性
を
耀
き
、
シ

ム
メ
ト
ジ
や
メ
ロ
デ
ィ
は
直
に
美
と
同
一
で
は
な
い
と
考
へ
る
の
も
、
之
に
由
る
の
で
あ
る
。
藝
術

的
直
観
の
偶
吟
た
る
理
想
は
直
観
が
之
を
賊
す
の
で
は
な
く
し
て
、
直
観
が
之
を
創
逡
ず
る
．
の
で

あ
る
、
作
用
其
物
が
客
槻
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
黒
目
多
く
の
美
記
者
が
美
的
鑑
賞
の
必
要
條
件
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と
な
す
威
情
移
入
と
い
ふ
ε
毛
此
如
き
考
か
ら
理
解
せ
ね
ば
な
ら
臓
と
愚
ふ
。
威
情
移
入
と
い
．

へ
ば
、
物
と
我
と
相
封
下
し
、
良
己
の
威
情
を
物
に
移
入
し
て
見
る
と
い
ふ
様
に
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
私
は
他
我
の
作
用
と
門
鑑
の
作
用
と
の
直
接
の
内
面
的
結
合
で
あ
る
と
恩
ふ
、
我
々
が
生

れ
出
つ
る
ε
に
よ
っ
て
見
出
す
如
き
大
な
る
自
我
の
螢
生
で
あ
る
と
思
ふ
野
鼠
｝
Q
ま
＄
な
ど
は
内

面
的
模
倣
に
よ
っ
て
物
が
擬
人
化
せ
ら
れ
、
域
情
が
物
に
移
入
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
が
私
は
内
面
的

模
倣
と
い
ふ
如
き
こ
と
は
却
っ
て
作
用
と
作
用
と
の
直
接
の
結
合
の
結
果
、
新
家
る
生
命
畢
生
の

結
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
で
は
な
い
と
思
ふ
。
今
日
の
自
己
が
昨
日
の
薗
己
を
雀
み
て
霞
己
同

↓
を
意
識
す
る
時
、
我
々
の
心
は
心
と
直
に
結
合
す
る
の
で
あ
る
、
記
憶
は
記
憶
自
身
を
維
持
し
て

我
々
の
後
に
平
冠
つ
㌦
あ
る
の
で
あ
る
。
生
理
學
的
に
は
記
憶
を
維
持
す
る
竜
の
は
旙
皮
質
の

細
胞
に
過
ぎ
綴
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
5
。
併
し
此
如
き
は
詮
明
の
爲
に
設
け
ら
れ
π
翠
柳
に

過
ぎ
な
い
。
ア
ミ
貰
ア
の
云
ふ
如
く
我
々
は
絶
え
ず
困
鑛
喜
巳
導
σ
q
当
事
器
箆
。
雛
貯
く
互
三
霧
に
よ
り
て

團
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
所
謂
早
馬
移
入
に
よ
っ
て
貞
他
の
精
管
が
直
に
結
合
せ
ら
れ
る
揚

合
に
於
て
も
、
同
檬
で
あ
る
。
唯
時
間
的
形
式
が
塞
問
的
形
式
と
憂
つ
π
に
過
ぎ
な
い
。
心
理
學

者
は
此
の
如
き
精
瀞
作
用
の
根
概
と
し
て
本
能
と
い
ふ
如
き
竜
の
を
考
へ
る
。
併
し
本
能
と
い

ふ
の
．
は
．
意
志
を
虜
然
界
の
背
後
に
射
影
し
だ
竜
の
に
過
ぎ
な
い
。
　
我
々
の
精
紳
酌
内
容
を
創
琶

　
　
　
　
譲
ハ
の
山
小
円
（
承
蘭
…
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
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二

し
行
．
鴎
竜
の
は
精
紳
的
内
容
で
あ
る
。
模
徹
の
内
瞬
的
威
畳
と
い
ふ
如
き
も
の
は
掬
他
合
一
の

意
識
内
容
の
象
徴
に
過
ぎ
な
い
。
模
徴
の
威
畳
が
軍
に
戚
畳
と
し
て
で
は
獄
く
、
客
観
的
意
識
内

容
を
寓
す
る
竜
の
と
し
て
、
始
め
て
か
、
る
働
き
を
労
す
の
で
あ
る
。
翼
霊
が
子
供
の
時
、
我
々
が

理
鰹
す
る
前
に
模
傲
し
、
模
倣
す
る
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
云
ふ
が
、
我
々
の
意
識
の
奥
底
に
は

F
始
よ
ム
合
同
的
意
識
が
潜
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
威
畳
的
内
容
が
作
用
と
し
て
直
に
結
合
す

る
の
が
純
粋
知
畳
で
あ
う
、
表
象
的
内
容
が
作
用
と
し
て
直
に
結
合
す
る
の
が
想
像
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
真
情
移
入
は
意
志
と
意
志
と
の
直
接
の
結
合
と
考
へ
る
こ
と
竜
で
き
る
で
あ
ら
う
。
餅
し

此
等
の
作
用
は
元
來
相
異
な
れ
る
竜
の
で
は
な
く
、
同
輔
作
用
の
異
な
れ
る
方
面
に
着
目
ぜ
ら
れ

π
竜
の
と
云
っ
て
よ
い
。
超
認
識
的
野
揚
に
於
て
維
用
と
作
用
と
の
直
接
の
結
合
と
い
ふ
こ
と

が
、
此
等
の
作
用
の
本
質
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
貌
竜
美
的
内
容
の
所
在
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
嘉
言
内
容
が
一
々
作
用
と
し
て
直
に
相
結
駕
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
他
面
か
ら
見
れ
ば
下
情

移
入
と
い
ふ
ζ
と
で
覆
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
グ
が
物
の
形
を
知
蝿
す
る
に
竜
鳳
情
移
入
に
よ
ら

ね
ば
な
ら
諏
、
幽
翠
。
・
勝
越
の
説
の
動
く
此
際
国
託
詫
σ
脅
σ
・
巨
8
鐸
と
い
ふ
如
き
筋
穏
が
働
か
ね
ば
な
ら

搬
。
心
理
學
者
は
鰯
畳
の
質
墜
カ
ル
、
ず
イ
ン
の
系
列
が
蓮
動
の
威
畳
に
よ
っ
て
結
合
せ
ら
れ
で
、

室
問
丸
畳
が
威
議
す
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
具
膿
的
知
畳
と
し
て
は
唯
ペ
ル
グ
ソ
ン
の
云
ム
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如
く
動
き
冨
彰
。
ぴ
讐
鼠
と
云
ふ
如
き
竜
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
蓬
動
威
畳
に
よ
っ

て
結
合
せ
ら
れ
た
ロ
夢
カ
ル
、
サ
イ
ン
以
上
の
語
物
が
あ
る
、
全
膿
が
一
つ
の
蓮
績
で
あ
る
。
創
造

的
室
問
即
ち
塗
聞
の
ア
プ
リ
オ
リ
と
い
ふ
も
の
が
、
一
方
に
於
て
玉
藍
の
性
質
的
曲
面
を
し
て
蟹

『
カ
ル
、
サ
イ
ン
だ
ら
し
め
、
…
方
に
於
て
魚
蝋
、
露
髄
悪
露
の
性
質
を
方
向
、
延
長
な
ど
と
解
羅
ぜ
し

め
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
し
・
が
直
畳
の
ア
プ
リ
オ
ヲ
と
考
へ
だ
塞
問
は
戚
畳
内
容
を
一
々
作
用
と

し
て
結
合
す
る
内
面
的
劒
強
力
で
あ
る
。
我
々
の
具
燈
轟
㌻
知
覧
は
之
に
よ
っ
て
創
造
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
内
面
酌
模
倣
に
よ
つ
て
難
問
知
壁
が
構
戯
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
我
々
が
新
く
戚

ず
る
時
、
塞
問
的
知
畳
が
膚
鉱
毒
身
を
完
威
す
る
の
で
あ
る
、
軍
な
る
認
識
抽
象
の
世
界
か
ら
意
志

封
象
に
移
・
9
青
る
の
で
あ
る
、
受
働
的
歌
態
抽
象
的
歌
態
か
ら
能
働
的
状
態
臨
池
懸
歌
態
に
移
・
9

來
る
の
で
あ
る
。
か
、
る
組
合
に
於
け
る
威
噛
情
移
入
は
塞
聞
的
知
畳
の
自
塁
に
過
ぎ
な
い
。
自

畳
に
於
て
知
る
竜
の
と
知
ら
贈
る
も
の
と
一
な
る
如
く
、
具
鵬
良
知
畳
に
於
て
内
容
は
直
に
作
用

と
な
る
。
唯
此
前
禮
に
唯
男
。
髭
α
q
Φ
詫
」
の
内
容
と
し
て
藝
術
的
に
表
窺
し
得
る
の
外
は
な
い
の
で

あ
る
。
内
面
的
模
徴
に
よ
っ
て
他
入
の
表
出
運
動
に
鳳
情
を
移
入
す
る
と
い
ふ
の
は
我
々
の
心

底
に
於
て
合
同
的
精
聯
の
畳
醒
を
意
味
す
る
如
く
、
塞
間
的
知
畳
が
臨
画
し
帰
る
の
で
あ
る
。
威

情
移
入
と
い
ふ
竜
元
京
客
情
を
物
に
移
入
す
る
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
が
作
用
と
し
て
稠
結
合

　
　
　
　
美
の
本
質
（
｝
氷
葡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
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す
る
時
、
そ
乙
に
薪
な
る
意
識
内
容
を
生
じ
來
る
の
で
あ
る
、
威
情
と
い
ふ
新
な
る
内
容
の
意
識
が

顯
現
し
吊
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
作
用
の
作
用
の
立
揚
、
即
ち
人
格
的
立
揚
の
上
の
内
容
と
し
て
、

良
ら
入
格
的
色
合
を
帯
び
來
る
の
で
あ
る
。

　
美
的
国
情
の
基
π
る
直
槻
は
そ
の
知
畳
滞
る
と
想
像
π
る
乏
を
論
ぜ
ず
、
輩
な
る
知
的
作
用
で

は
な
く
し
て
、
作
用
と
作
用
と
の
直
接
の
結
合
泥
る
純
粋
威
情
、
純
理
意
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。

知
的
作
用
と
し
て
の
知
畳
叉
は
想
像
は
感
情
の
一
面
に
過
ぎ
奪
い
。
客
観
的
内
容
に
圭
観
的
威

情
が
移
入
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
作
用
の
作
用
の
二
二
に
於
て
新
な
る
封
象
界
を
生
ず
る
の

で
あ
る
、
此
の
如
き
呪
術
駒
直
観
は
自
ら
藝
術
醜
創
造
作
用
を
俘
ふ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。

否
、
藝
術
的
創
造
作
濡
と
い
ふ
の
は
か
、
る
作
用
の
完
成
の
駅
態
で
鐙
る
。
デ
ィ
ル
タ
逓
は
こ
潔
。
塑

同
μ
叢
島
§
σ
Q
ω
ご
窺
酔
島
Φ
ψ
冒
。
澤
Φ
湊
㌦
に
於
て
、
詩
人
の
創
造
作
用
を
我
々
の
精
脚
生
活
の
本
質
に
求
て
居

る
。
氏
に
從
へ
ば
我
々
の
實
際
の
精
聯
生
活
に
於
て
は
、
威
畳
竜
表
象
捺
す
べ
て
減
情
に
充
ち
だ

活
動
で
あ
る
、
知
畳
も
心
像
竜
皆
生
き
て
愛
じ
行
く
出
挙
事
で
あ
る
、
す
べ
て
が
一
つ
の
構
成
作
用

国
立
影
σ
Q
ω
筒
0
8
器
　
で
あ
る
。
　
此
如
き
精
琳
生
活
の
構
戒
作
用
は
一
方
に
は
外
的
意
志
の
形
を
取

一
方
に
は
内
的
意
志
の
形
を
取
る
の
で
あ
る
が
、
共
問
に
域
情
の
構
戒
作
用
の
貰
い
領
域
が
あ
る
。

此
の
如
き
構
成
作
用
の
申
に
於
て
艶
情
が
聖
母
を
包
む
と
考
へ
ら
る
如
き
軍
衡
の
埋
合
竜
あ
る



－
が
心
情
其
物
の
中
に
緊
張
を
含
み
、
品
詞
此
緊
張
は
内
外
の
意
志
に
よ
っ
て
止
め
る
乙
と
の
で
き

　
な
い
揚
合
が
あ
る
。
　
此
場
合
に
於
て
民
は
Φ
田
畠
碁
δ
碁
怨
毒
磐
h
一
輪
き
鎚
。
訟
訴
舘
｝
δ
富
一
溶
解
笛
δ
伽
苺
匡
。

　
二
藍
Φ
昆
Φ
⇔
臣
嶺
曾
蛍
ε
目
当
霧
。
薯
Φ
毒
鋒
東
舞
Ω
蝕
び
①
汐
Φ
⇔
馨
9
窪
ヒ
ご
蒙
⑦
さ
解
同
Φ
陣
言
象
σ
q
①
疑
窮
築
三
昌
山
と
云

　
つ
て
居
る
。
狂
や
酒
の
醇
ひ
の
幻
畳
や
錯
畳
か
ら
ミ
・
夏
の
ウ
託
ナ
ス
や
ラ
ク
・
エ
ル
の
㌣
－
・
ン

　
ナ
に
至
る
ま
で
、
皆
此
の
作
用
の
結
果
と
し
て
現
れ
來
つ
た
の
で
あ
る
。
詩
入
の
創
港
作
用
は
夢

，
や
狂
の
意
識
と
そ
の
挫
質
を
同
じ
く
t
て
居
る
。
ゲ
す
ク
は
眼
を
閉
じ
て
花
を
想
起
し
た
時
、
そ

　
あ
花
は
忽
ち
分
解
し
て
花
の
申
に
花
を
生
じ
、
ぎ
ω
長
喜
島
図
嚢
匪
厚
総
愕
の
如
き
竜
の
と
な
る
と
云

　
つ
て
居
る
。
　
私
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
此
，
の
如
き
考
に
深
い
興
味
を
見
出
さ
ぎ
る
を
得
な
い
。
　
私
が
我

　
々
の
意
識
は
そ
の
具
膿
的
釈
態
に
於
て
邸
ち
三
盛
意
志
の
立
揚
に
於
て
、
作
用
と
作
用
と
の
内
面

　
的
結
合
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
デ
ィ
ア
ク
ィ
の
海
際
の
精
榊
生
活
に
点
て
は
す
煮
て
が
戴
情
に
充
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
疫
活
動
で
あ
る
と
云
ふ
意
義
に
外
な
ら
な
い
。
か
＼
る
爵
爵
塾
欝
α
q
の
受
働
的
方
面
が
直
畳
之

　
考
へ
ら
れ
、
そ
の
能
働
的
方
面
が
威
情
移
入
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
デ
ィ
ル
タ
イ
の
云
ふ

　
如
く
此
作
用
は
意
志
に
よ
っ
て
止
あ
る
こ
と
の
で
き
な
い
表
現
を
求
あ
る
。
　
謝
れ
が
即
ち
藝
術

　
的
斎
王
作
用
の
本
質
で
あ
る
。
此
露
に
は
べ
〃
グ
ソ
ン
の
所
謂
「
動
き
』
の
如
き
知
畳
や
意
志
の
形

鵬
に
於
て
表
は
す
之
と
の
で
き
な
い
内
容
が
、
そ
の
表
現
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
併
し
私
は
此
の
如

　
　
　
　
・
美
、
　
の
　
　
本
　

翼
（
承
莇
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
薮
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鷲
、
壌
欝
究
　
第
隅
争
九
號
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
　
　
　
…
六
、

き
考
の
爾
一
夏
明
断
に
言
ひ
表
は
さ
れ
尤
竜
の
と
し
て
、
フ
，
奮
ド
ン
ル
の
　
9
§
㌧
鎌
§
d
鳥
飯
”
§
糎
島
鶏

霊
墓
藷
器
9
霧
6
讐
σ
q
圃
（
Φ
諜
、
．
を
取
う
だ
い
。
氏
に
從
へ
ば
、
物
は
そ
の
輩
な
る
存
在
に
よ
っ
て
我
々

の
知
識
の
野
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、
我
々
は
我
物
に
構
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
結
果
の
み
を
「
受

け
得
る
と
い
ふ
考
を
徹
底
的
に
す
れ
ば
、
實
在
は
我
々
が
構
威
し
疫
結
果
の
表
現
た
る
心
像
よ
ウ

成
る
と
云
ふ
の
外
は
な
い
。
我
々
の
精
工
作
用
は
い
つ
れ
竜
心
内
の
事
件
と
し
て
己
む
竜
の
で

は
な
く
し
て
、
必
ず
肉
禮
に
於
て
表
出
を
求
め
る
。
》
表
出
蓮
動
は
精
紳
現
象
の
外
面
的
符
牒
で
は
．

な
く
し
て
、
そ
の
覆
展
完
成
の
状
態
で
あ
る
。
精
聯
作
用
と
表
繊
運
動
と
は
内
面
的
に
叫
つ
の
作

用
で
あ
る
。
期
く
し
て
我
々
の
言
語
と
い
ふ
の
は
思
想
の
符
牒
で
は
な
く
し
て
、
思
想
の
表
出
浬

動
で
あ
る
。
言
語
歳
よ
つ
て
思
想
は
己
自
身
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
所
謂
實
在
界
と

は
言
語
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
れ
π
世
界
に
過
ぎ
獄
い
。
併
し
、
我
々
の
世
界
は
輩
に
思
想
や
言
語

に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
る
る
世
界
の
み
で
は
な
い
。
我
々
の
説
得
作
用
は
い
つ
れ
竜
無
限
な
る
活

動
で
あ
っ
て
、
各
爵
表
現
の
世
界
を
有
っ
て
居
る
。
純
な
る
親
畳
作
用
は
思
惟
が
言
語
に
駿
列
す

る
如
く
に
、
薗
ら
我
を
の
身
膿
を
動
か
し
て
一
種
の
表
出
上
智
に
登
慰
す
る
。
こ
れ
が
藝
術
家
の

創
造
作
用
回
蘇
霧
酔
ぽ
囑
ぎ
｝
δ
6
隣
鉱
纂
Φ
騨
で
あ
る
。
我
や
が
無
毒
揚
に
立
つ
時
、
忽
ち
概
念
の
世
界
は
失

は
れ
て
、
そ
こ
に
無
限
な
る
層
畳
の
避
難
の
展
望
「
が
朋
か
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
之
に
よ
っ
て
デ
ィ



「
謝

声
タ
イ
が
内
外
の
意
志
に
．
よ
っ
て
止
め
る
乙
と
の
で
き
な
い
藝
衛
的
表
現
の
最
も
深
い
意
味
が

明
に
せ
ら
れ
る
と
思
ム
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
説
明
は
藝
術
的
創
造
作
用
の
主
客
的
意
義
に
止
ま
る
が
、

フ
ィ
言
1
3
ン
炉
に
於
て
そ
，
の
客
観
的
意
義
が
明
に
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
併
し
私
は
右
の
知
き
意
味
に
慌
て
藝
術
的
創
作
の
翼
相
を
明
に
す
る
に
は
、
深
く
精
紳
と
身
腱

と
の
霊
媒
か
ら
出
立
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
諏
と
思
ぶ
。
我
々
が
二
野
意
志
の
立
揚
に
立
つ
晴
、

心
の
内
と
い
ム
竜
の
竜
な
け
れ
ば
外
と
い
ふ
竜
の
竜
な
い
、
心
身
一
如
の
活
動
あ
る
の
み
で
あ
る
。

此
営
門
に
於
て
現
れ
家
る
作
用
と
作
用
と
の
内
面
的
統
一
の
内
容
、
即
ち
黒
門
意
識
の
内
容
は
、
思

惟
の
範
疇
を
超
越
し
碧
雲
の
で
、
之
を
認
識
樹
象
界
に
持
ち
來
す
ε
は
な
い
、
唯
我
々
は
之
と
共
に

動
く
ご
と
に
よ
っ
て
の
み
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
趨
畳
に
於
て
の
無
く
働
く
こ
と
は
知
る
こ

と
ズ
あ
る
。
　
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
「
創
造
的
進
化
」
に
於
て
眼
の
生
威
に
つ
い
て
次
の
如
き
三
階
を
試
み

て
居
る
。
限
に
つ
い
て
驚
く
べ
き
ど
慮
構
造
り
複
雑
と
作
用
の
簡
輩
と
の
封
照
で
あ
煮
。
眼
の

携
…
逡
の
驚
く
べ
く
解
離
な
る
に
拘
ら
ず
、
鷹
野
作
用
は
輩
な
る
哨
つ
の
事
實
で
あ
る
。
如
何
に
し

て
、
親
壁
際
思
が
眼
を
構
成
し
來
つ
だ
か
。
手
の
蓬
動
に
は
黒
聖
な
る
位
置
と
そ
の
順
序
と
の
以

上
に
或
物
が
あ
る
如
く
．
親
畳
に
は
眼
を
構
成
す
る
細
胞
と
そ
の
穣
互
下
野
以
上
の
竪
物
が
あ
る
。

良
然
が
限
を
構
成
す
る
の
は
、
我
々
が
手
を
肥
る
如
く
、
輩
な
る
一
つ
の
働
き
で
あ
る
ゆ
我
々
が
機

　
　
　
　
斐
　
の
　
塞
　
貿
・
（
承
髄
）
　
　
　
　
　
’
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
・
帽
モ
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蕾
畢
研
究
　
第
閣
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

械
を
作
る
の
は
個
々
の
物
片
を
集
め
て
之
を
一
つ
の
目
的
に
從
っ
て
組
立
て
る
の
で
あ
る
、
云
は

ば
周
團
よ
ム
申
心
に
行
き
多
よ
・
う
一
に
行
く
の
で
あ
る
が
．
有
機
的
構
成
作
用
は
之
に
反
し
物
質

の
一
黙
よ
う
始
ま
っ
て
、
己
自
身
を
蟹
下
し
行
く
の
で
あ
る
。
召
声
芸
者
の
匿
別
は
軍
に
か
、
る

外
面
的
差
違
の
み
で
は
な
い
。
製
煎
物
は
製
浩
の
急
落
の
一
々
を
醗
は
し
て
居
る
。
或
一
つ
の

機
械
を
作
る
揚
合
に
、
製
作
者
は
先
づ
各
部
分
を
作
う
、
之
を
集
め
て
登
膿
を
作
る
。
　
全
謄
…
は
仕
事

の
全
島
に
當
ウ
、
部
分
は
仕
事
の
部
分
に
護
る
。
磁
器
者
は
我
々
の
眼
も
此
の
如
く
に
し
て
生
成

せ
る
竜
の
と
考
へ
る
。
併
し
有
機
的
機
關
の
全
膿
は
賑
う
に
有
機
的
仕
事
の
全
膿
に
古
る
ど
す

る
竜
、
そ
の
各
部
分
は
仕
事
の
途
筋
を
示
す
竜
の
で
は
な
い
。
何
と
な
・
れ
ば
、
此
機
關
の
部
分
は
密
¢

彰
◎
望
。
塁
Φ
諺
覧
葺
診
を
示
す
も
の
で
な
く
し
て
　
彦
。
塁
Φ
二
三
Φ
角
。
嘉
蔓
。
一
撃
8
二
琶
診
を
示
す
竜
の
で
あ

る
、
鵡
型
で
は
な
く
凹
型
で
あ
る
。
純
な
る
親
畳
は
無
限
を
見
透
さ
ん
と
す
る
繍
つ
の
カ
で
あ
る
。

併
し
此
の
如
き
誌
面
は
旨
導
9
。
に
過
ぎ
な
い
。
生
物
の
現
實
愚
盲
畳
は
物
に
よ
っ
て
限
定
せ
ら

れ
る
、
即
ち
壽
①
く
芭
8
0
市
章
鼠
O
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
の
二
宮
た
る
眼
と
は
軍
に
こ
の
蓼
秀
諸
山
Φ

露
奉
蕊
客
ご
郎
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
前
に
云
ふ
重
手
を
動
か
す
例
に
於
て
、
手
を
事
書
の
中
に
差
入

れ
泥
と
す
れ
ば
、
我
々
の
眼
と
は
そ
の
跡
形
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
私
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
競
畳
作

用
の
両
論
と
い
ふ
如
き
竜
の
が
藝
備
的
創
造
作
用
の
本
質
で
あ
る
と
思
ふ
。
心
術
的
創
逡
の
本

蝉



　
源
は
エ
ラ
ン
。
ヴ
ィ
タ
直
ル
に
あ
る
の
で
あ
る
。
　
フ
ィ
デ
・
ヤ
ス
の
盤
の
尖
か
ら
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
筆
の
端
か

　
ら
流
れ
禺
つ
る
も
の
は
過
繋
の
二
二
か
ら
彼
の
肉
膿
の
申
に
流
れ
來
つ
π
生
命
の
流
れ
で
あ
る
。

　
彼
等
の
中
に
盗
る
る
生
命
の
流
れ
は
最
早
や
彼
等
の
身
禮
を
図
心
と
す
る
環
境
の
申
に
留
る
こ

　
》
輔
が
識
平
な
い
で
、
激
な
る
世
界
を
灘
指
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
我
々
の
幼
隠
の
人
格

　
は
極
め
て
豊
富
な
る
竜
、
成
長
す
る
に
從
が
ウ
て
之
を
捨
て
て
行
か
ね
ば
な
ら
綴
と
云
ふ
が
、
現
實

　
に
鰯
れ
て
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
綴
天
才
の
豊
富
な
る
生
命
が
藝
術
的
創
作
に
於
て
そ
の
出
路
を

　
見
出
す
の
で
あ
る
そ
れ
は
隔
諺
δ
導
⑩
か
も
知
れ
な
い
併
し
そ
ζ
に
は
す
導
聾
衛
・
・
詫
鍵
Φ
釦
Φ
『
〈
凶
Φ
が

　
あ
る
。
此
の
如
き
鴬
合
に
於
て
言
託
と
藝
術
家
と
を
結
合
す
る
竜
の
は
内
面
的
筋
畳
で
あ
る
、
之

　
れ
を
通
じ
て
四
つ
の
生
命
が
流
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
認
な
詮
術
的
野
晶
は
筋
畳
の
登
展
と

　
見
る
こ
と
が
置
畳
る
、
帥
ち
フ
ィ
舞
ド
レ
ア
の
云
ふ
如
く
藝
術
的
創
作
は
表
出
、
煙
動
で
あ
る
と
い
ふ

　
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
フ
ィ
書
ボ
レ
μ
は
我
々
の
眼
は
威
畳
や
直
壁
を
與
へ
る
の
み
准
ら
ず
∵

　
身
禮
の
外
部
機
關
を
動
か
し
て
、
軍
に
内
面
的
で
あ
っ
だ
も
の
を
外
面
的
表
禺
羅
動
に
駿
展
さ
せ

　
る
と
云
っ
て
居
る
が
、
既
織
に
於
て
六
二
愚
作
蔽
は
そ
の
根
砥
に
於
て
製
造
晶
と
異
な
っ
て
居
る
。

　
煮
る
一
つ
の
目
的
に
七
っ
て
構
成
す
る
の
で
は
な
い
、
多
よ
ウ
一
に
行
く
の
で
は
な
い
、
一
よ
ウ
多

調
「
に
行
く
の
で
あ
る
。
　
フ
ィ
ド
シ
ル
の
云
ふ
如
く
、
一
つ
の
覗
畳
作
用
が
霞
ら
筋
芝
を
俘
ふ
て
全
身
の

　
　
　
　
　
警
の
－
叡
　
賞
（
承
荊
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
、
　
．
　
　
　
　
二
九
，
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鷲
躰
灘
究
…
鄭
鱈
学
九
籏
　
内
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
～
き

蓮
動
を
起
す
の
で
あ
る
。
否
、
始
鼠
ウ
そ
れ
は
心
理
學
者
の
云
ふ
如
き
軍
な
る
書
面
作
用
で
は
な

い
、
作
霜
の
作
髭
の
幽
趣
に
於
け
る
人
格
的
作
用
で
あ
る
、
筋
畳
を
内
在
蘭
に
含
ん
で
居
る
の
で
あ

る
、
生
命
の
一
つ
の
流
れ
で
あ
る
。
継
立
揚
に
覧
て
藝
術
家
と
作
並
と
は
「
動
3
」
ピ
炉
一
副
さ
巨
ま
と
い

ふ
如
き
不
可
分
離
な
る
一
つ
の
作
用
と
な
る
の
で
あ
る
。
心
立
揚
に
於
て
萬
物
が
活
か
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
強
情
移
入
の
眞
意
義
で
あ
る
。
藝
術
の
封
象
界
は
表
出
蓮
動
を
通
じ
て
見
．

ら
れ
た
世
界
で
あ
る
、
否
之
に
よ
つ
て
成
立
す
る
封
象
界
で
あ
る
、
プ
ロ
チ
ヌ
ス
の
煮
ふ
潜
く
沈
獣

に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
世
界
で
あ
纂
。
以
上
の
港
を
更
に
次
の
宿
る
言
ひ
表
は
し
得
る
で
あ
ら

う
。
純
弊
上
畳
の
世
界
と
い
ふ
の
は
親
畳
作
用
が
作
用
り
作
用
の
立
揚
に
立
て
そ
れ
自
身
を
駿

展
す
る
具
麗
懸
盤
瞼
の
世
界
で
あ
つ
で
、
之
に
存
し
て
超
個
人
的
主
鵬
の
封
象
界
即
ち
絶
勤
意
志

の
否
定
的
方
面
を
物
質
界
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
純
輝
親
畳
の
畿
展
と
い
ふ
の
は
、
ペ
ル
グ
ソ
ン
の
云

ふ
如
く
鐵
粉
の
堆
積
の
中
へ
手
を
差
込
む
如
く
、
親
畳
作
用
が
物
質
界
を
切
益
抜
い
て
進
む
と
考
9

へ
て
よ
い
。
乱
し
て
我
々
の
身
膿
と
い
ふ
の
は
全
生
命
の
流
れ
行
く
物
質
界
に
於
け
る
痕
跡
で

あ
う
、
眼
と
い
ふ
の
は
観
畳
作
用
の
叢
み
行
く
物
質
界
に
於
け
る
痕
跡
で
一
あ
っ
て
親
豊
作
用
は
眼

の
細
胞
の
申
に
含
ま
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
、
眼
の
細
胞
や
そ
の
配
置
は
出
島
進
行
の
痕
跡
で
あ

ウ
、
親
畳
の
流
の
堤
防
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
斯
く
考
へ
る
な
ら
ば
、
我
々
の
普
逓
の



；SSI

親
出
の
世
界
と
い
ふ
の
は
我
々
の
普
通
の
眼
に
心
痛
す
る
覗
豊
の
世
界
で
あ
う
、
観
心
が
或
程
度

ま
で
物
質
界
を
競
う
囲
い
禿
の
で
あ
る
．
云
は
ば
手
を
用
み
な
い
で
眼
農
身
の
カ
に
よ
っ
て
彫
刻

せ
ら
れ
π
彫
像
、
描
が
か
れ
控
糟
毛
で
あ
る
。
併
し
フ
ィ
亘
1
3
レ
ル
の
云
ふ
如
く
我
々
の
普
通
の
観

言
言
と
坐
ふ
の
は
親
畳
界
と
し
！
・
不
完
直
な
竜
の
で
あ
る
、
他
の
勢
象
界
に
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
て
．

居
る
、
眼
の
劉
あ
る
彫
像
、
限
の
書
け
る
絡
書
は
不
完
全
で
あ
る
。
　
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
書
ル
の
一
つ
の
流

な
る
観
畳
作
用
は
作
用
の
作
用
と
し
て
無
限
な
る
登
、
展
を
要
求
す
る
。
是
に
於
て
眼
の
成
す
能

は
ざ
る
所
の
窓
の
を
手
が
之
を
助
け
る
の
で
あ
る
。
。
7
、
ド
レ
ル
竜
高
｛
¢
国
諺
負
巳
彰
巨
爵
①
ぞ
9
静
Φ
お
寮
．

ノ
く
霞
（
巴
謬
σ
Q
働
①
器
Φ
炉
づ
．
漏
電
。
陸
島
5
σ
Q
Φ
ε
許
σ
Q
o
奏
創
①
一
一
u
鳥
①
諺
三
豊
屡
璽
醜
諺
伽
h
舘
H
巻
。
慶
δ
隔
。
答
ノ
く
。
量
ω
卜
離
α
Q
o
ω
①
｝
訂
壁
鎗
昌

匿
民
①
。
・
Φ
貯
霧
日
β
霧
毒
σ
Q
。
ぎ
犀
α
q
σ
蓉
と
云
っ
て
居
る
。
此
時
言
・
々
の
手
は
眼
の
一
部
命
と
生
る
の
で

あ
る
、
裁
ち
益
身
震
と
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
完
成
せ
ら
れ
三
親
畳
の
世
界
が
為
術
の
聾
象

・
界
で
あ
る
免
彫
刻
や
霊
は
、
手
を
含
あ
る
眼
に
よ
っ
て
見
ら
れ
乱
序
在
で
あ
る
。
彫
剥
家
が
刻
み

つ
、
あ
る
隠
、
霊
家
が
描
き
つ
＼
あ
る
隠
、
彼
等
は
唯
見
つ
㌧
あ
る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
チ
．
ヌ
ス
は
膚

然
は
見
つ
㌦
作
る
の
で
は
な
く
、
肖
然
の
見
る
・
と
い
ふ
こ
と
は
作
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ

が
、
此
澱
に
於
て
藝
術
家
は
蔚
然
其
物
で
あ
る
。
競
畳
作
用
其
物
が
一
つ
の
大
な
る
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ

彦
ア
の
流
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
警
衛
は
普
通
の
眼
と
云
ふ
如
き
堀
割
の
中
に
盛
ウ
き
れ
な
い
大
な

　
　
　
　
葵
　
の
　
禾
　
賛
（
承
尊
r
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
毒
　
　
　
‘
　
　
…
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暫
繍
醗
　
究
　
　
第
燭
十
九
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
…
二

る
生
命
の
流
の
盗
出
で
あ
る
。
他
の
人
格
的
作
用
の
並
行
的
登
展
を
侯
た
ず
し
で
、
罷
工
作
用
が

濁
ウ
己
を
專
に
す
る
圃
〔
集
隆
隻
8
ぴ
讐
。
・
嚢
Φ
で
あ
る
。
漢
数
覧
に
物
に
戴
情
夢
移
入
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
、
内
容
底
力
な
る
作
用
の
作
用
の
立
揚
に
於
て
は
、
元
湿
す
べ
て
が
生
命
で
あ
る
、
す
べ
て
が
純

な
る
威
烈
の
内
容
で
あ
る
。
威
惰
移
入
の
蓋
と
考
へ
憂
欝
響
動
の
威
畳
と
云
は
れ
る
も
の
嫉

却
っ
て
物
質
に
勤
す
る
此
生
命
の
反
動
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
が
綱
渡
ウ
の
動
作
に
階
下
を
移
入

す
る
と
い
ふ
の
竜
、
手
を
加
へ
た
眼
を
以
て
之
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
眼
に
盛
う
き
れ
な
い

観
畳
作
用
の
験
展
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
感
情
移
入
と
は
主
観
的
自
我
の
債
値
威
情
を
客
観

化
す
る
の
で
は
な
い
、
主
客
甥
立
以
前
の
二
流
的
生
命
の
螢
展
で
あ
る
9
親
畳
的
生
命
に
は
観
・
畳

的
生
命
に
特
喬
な
る
三
鷹
の
香
が
あ
ウ
、
聴
畳
的
生
命
に
は
聴
畳
的
生
命
に
特
有
な
る
自
我
の
色

合
が
あ
る
。
此
故
に
覧
◎
8
同
歯
魯
§
昌
と
三
野
圃
。
鑑
9
彗
．
ヨ
と
は
互
に
他
に
翻
附
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
を
有
ず
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
・
で
あ
る
。

　
藝
術
の
吋
容
は
直
観
的
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
藝
術
的
直
親
は
輩
な
る
直
観
で
は
な
い
、
表
出
蓮
動

を
蓮
じ
て
見
た
る
直
撃
紛
内
容
で
あ
る
。
　
藝
術
的
創
作
は
亦
翠
次
る
剣
修
で
は
な
い
、
晃
る
こ
と

が
即
ち
作
る
乙
と
で
あ
る
、
内
容
そ
れ
禽
身
の
盛
展
で
あ
る
。
ゲ
霊
鳥
の
経
町
に
於
て
の
如
く
一

つ
の
花
の
心
像
の
申
か
ら
自
ら
無
藪
の
新
な
る
花
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
藝
術
家
の
直
観
は
卸



ち
形
成
作
用
Q
Φ
。
・
範
貯
ご
G
Q
。
。
銭
賦
α
q
冨
諜
で
あ
る
。
此
の
如
き
直
観
帥
創
造
だ
る
藝
術
的
立
場
は
、
物
と

心
と
を
獅
立
の
如
在
と
考
へ
、
知
と
意
と
を
猫
立
の
作
用
と
考
へ
る
立
揚
か
ら
は
、
到
底
之
を
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
澱
。
併
し
具
髄
的
鼠
紙
は
べ
〃
グ
ソ
ン
の
云
ム
如
き
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
自
習
の
流

で
あ
る
。
絶
野
的
意
志
の
立
直
に
於
て
作
用
と
作
用
と
の
直
接
の
結
合
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
が
Φ
Φ
窪
巳
・
。
蜀
σ
Q
Φ
の
申
に
含
ま
れ
π
る
、
内
外
の
意
志
に
よ
っ
て
止
め
る
ご
と
の
で
き
な
「

い
緊
張
と
い
ふ
の
は
、
此
生
命
の
流
の
墜
迫
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
こ
れ
は
我
々
の
心
内
の
事
實

で
は
な
く
し
て
物
心
未
分
以
前
の
事
、
實
で
あ
る
。
此
麗
に
は
概
念
的
分
析
の
匁
を
入
る
べ
き
籐

地
は
な
い
。
此
要
求
は
自
然
界
の
事
實
で
は
な
く
し
で
声
自
然
界
の
健
在
性
は
却
っ
て
之
に
墓
つ

く
の
で
あ
る
。

五
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ゲ
産
テ
が
b
δ
の
8
窪
㊦
島
①
冨
σ
Q
Φ
ぽ
酔
彫
鎖
β
巳
O
馨
｝
鑓
昌
盛
綾
羅
ω
凶
皆
無
巴
露
娼
嚢
O
暮
と
云
つ
．
π
如
く
、
カ
ン
ト

以
來
は
美
は
無
關
心
巨
⑳
ビ
Φ
ω
琶
塗
と
考
へ
ら
れ
、
美
の
勢
象
は
假
相
ロ
Q
Q
冨
貯
と
考
へ
ら
れ
る
。
近
時

曾
ン
ラ
ッ
も
・
ラ
ン
ゲ
の
如
き
は
美
威
の
本
質
を
冨
ミ
基
。
。
富
G
Q
Φ
冒
。
。
零
ぎ
ω
畠
窪
σ
Q
に
求
め
様
と
し
π
。
實
在

と
い
ふ
語
を
自
然
科
學
的
實
在
と
い
ふ
意
義
に
限
る
な
ら
ば
、
美
の
鍬
象
は
云
ふ
ま
で
竜
な
く
之

　
　
　
　
美
　
の
　
本
・
質
（
承
蔚
〉
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
蕊
三
　
　
　
計
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哲
総
研
究
・
第
、
匹
＋
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
鋤
　
　
　
　
毫

を
實
在
貨
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
駕
し
燐
謂
實
在
界
と
は
二
二
的
証
我
の
反
省
の
方
面
で

あ
つ
で
、
具
盤
的
實
在
の
抽
象
的
桶
，
面
に
過
ぎ
猿
い
と
す
る
な
ら
ば
我
々
は
所
謂
實
在
と
異
な
つ

π
意
義
に
於
て
美
的
野
象
に
實
在
性
を
附
奥
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
力
言
ぞ
グ
ロ
書
ス
は
美
的

勤
象
の
實
在
性
は
戴
面
的
實
在
性
よ
う
盛
る
が
、
美
的
総
轄
に
實
在
性
を
典
へ
る
竜
の
は
琶
。
ε
嬬
置

。
ぎ
く
9
σ
Q
首
σ
q
Φ
営
○
お
窪
一
。
・
浅
紫
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
（
囚
・
O
さ
。
辞
d
霧
器
。
・
昏
無
一
需
冨
Q
Φ
ロ
盛
。
。
・
の
』
b
D
刈
）
。
　
財

ラ
置
の
ご
臼
聾
魯
霞
．
．
に
於
て
“
為
夢
貯
8
三
】
①
養
y
冨
σ
q
酔
。
｝
三
巳
⑦
唇
O
①
す
跨
①
鑓
σ
q
一
〇
貯
『
、
と
い
ふ
の
は
千
言

萬
語
の
叙
述
に
勝
る
滅
が
あ
る
と
云
ふ
。
併
し
グ
ロ
言
ス
は
乙
の
有
機
膿
に
於
け
る
運
動
と
い

ふ
も
の
に
軍
に
爵
然
的
實
在
以
上
の
意
義
を
認
め
て
屠
な
い
、
心
理
的
實
在
以
上
の
意
義
を
認
め

て
居
な
い
。
既
の
如
き
蓮
尊
威
壁
に
よ
っ
て
輿
へ
ら
れ
だ
實
在
性
は
、
認
識
劃
象
の
客
観
的
世
界

に
嘉
し
て
は
．
依
然
と
し
て
甲
種
の
悪
獣
た
る
を
免
れ
な
い
。
併
し
前
に
も
云
っ
た
如
く
藝
術
的

甥
象
界
を
惹
起
す
る
内
面
的
摸
倣
は
黒
鉱
る
浬
動
戚
畳
で
は
な
い
生
命
の
流
の
反
動
で
あ
る
。

べ
多
・
ン
の
蚕
如
き
．
動
亀
麟
、
昌
。
げ
譲
懇
義
が
な
か
つ
髪
ら
寒
々
は
霧
な
る
叢
、

に
於
て
蓮
動
の
威
畳
と
い
ふ
竜
の
を
有
つ
乙
と
は
で
き
澱
、
唯
心
8
爵
Φ
8
げ
霞
＋
寓
磨
ぎ
δ
露
喜
巳
毒
σ
q

曾
あ
る
の
み
で
あ
ら
う
。
怒
つ
だ
人
の
、
彫
像
は
實
際
怒
つ
π
人
の
表
幽
や
態
度
を
急
く
爲
し
て

居
な
い
霧
像
の
蔓
性
と
轟
に
織
合
す
る
量
に
よ
つ
く
そ
の
實
窪
叢
る
と
考
へ
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ら
れ
る
が
、
私
は
之
に
反
し
入
聞
の
怒
と
い
ぶ
の
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
富
く
鍵
自
　
の
如
く
そ
れ
肖
身

に
於
て
麟
ど
か
な
る
生
命
の
流
の
N
表
現
で
あ
つ
で
、
實
際
に
怒
っ
た
人
の
表
現
も
、
彫
像
の
表
現

竜
共
に
此
生
命
の
外
殼
に
愚
ぎ
な
い
。
否
、
名
匠
の
彫
刻
の
方
が
却
つ
ず
」
此
翼
實
を
一
暦
能
く
表

現
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
實
際
の
怒
つ
だ
人
に
於
て
見
ら
れ
る
多
く
の
表
現
は
、
其
實
際

の
本
質
の
表
現
と
し
て
無
用
な
る
揚
合
が
多
い
。
藝
術
家
は
護
憲
を
摸
倣
す
る
の
で
は
な
い
、
我

々
の
肉
膿
の
申
に
盛
参
切
れ
な
い
生
命
の
世
界
を
創
造
す
る
の
で
あ
る
。
　
べ
戸
グ
ン
ン
の
云
ふ

如
き
琶
器
8
臨
巳
唱
す
貯
繰
く
一
㎝
量
Φ
と
し
て
の
観
心
作
用
其
物
を
羽
に
す
る
竜
の
は
、
解
割
學
者
で
な

く
し
て
却
っ
て
仮
家
で
融
け
れ
ば
な
ら
漁
。
名
匠
の
描
け
る
眸
の
申
に
含
め
る
生
命
こ
そ
我
々

起
無
限
の
色
の
世
界
、
形
の
世
界
を
創
造
し
來
つ
た
竜
の
で
あ
る
。
・
ぎ
昌
Q
◎
q
Q
ゲ
の
見
た
カ
の
世
界
、

Q
讐
σ
⇔
縄
貯
や
鍔
二
陣
湊
。
の
見
π
色
の
世
界
と
は
此
の
如
き
實
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
此
世
界
は
唯

表
出
蓮
動
、
を
通
じ
て
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
　
現
代
の
穿
鷲
。
珍
9
旨
髪
鵬
の
甕
家
は
此
立
揚
に

凄
し
得
π
竜
の
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
所
謂
實
在
界
の
實
在
性
と
い
ふ
の
も
か
＼
る

實
在
の
細
密
性
か
ら
附
興
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
藏
畳
の
論
破
威
は
之
に
墓
く
の
で
あ
る
。

グ
ロ
君
ス
は
肉
。
冨
と
同
罪
口
皐
H
豪
ω
一
8
と
碁
立
。
巨
巴
町
國
豪
㌍
δ
μ
と
の
黒
風
に
つ
い
て
次
の
如
き
例

を
あ
げ
て
居
る
。
　
二
入
の
人
が
夕
方
室
に
入
っ
て
巧
妙
に
作
ら
れ
た
薗
訳
者
を
見
、
一
人
は
直
に

　
　
　
　
美
　
の
　
本
　
質
（
承
箭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
覧
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嵩
六

そ
の
偲
を
認
め
、
一
人
は
驚
く
と
す
る
。
賎
人
共
に
同
一
の
印
象
を
受
け
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
一
人
は
軍
に
之
を
摸
爲
と
し
て
知
的
に
見
、
他
の
一
入
は
全
く
人
工
的
な
黙
に
氣
付
か
な
い
の

で
あ
る
。
併
し
そ
の
偶
を
認
め
π
人
も
暫
く
見
て
居
る
申
に
漸
く
錯
畳
が
強
く
な
み
、
前
の
正
し

き
劃
断
を
失
ふ
乙
と
な
く
し
て
あ
は
き
一
種
の
恐
怖
を
威
す
る
。
こ
れ
が
乙
津
①
欝
⑦
猛
①
目
下
ω
♂
昌

で
あ
る
。
此
の
如
き
揚
銭
に
．
於
で
、
最
初
は
恐
怖
し
差
入
竜
、
冷
静
に
之
を
摸
爲
と
し
て
見
て
居
だ

入
も
、
共
に
知
的
立
揚
の
上
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
唯
十
分
に
そ
の
健
を
知
っ
て
居
る
人
が

日
舞
O
曽
昌
Φ
β
画
Φ
醤
庸
愚
O
癖
に
入
る
時
、
即
ち
コ
ン
ラ
ッ
ト
・
ラ
ン
グ
の
所
謂
び
Φ
’
聲
ω
ω
8
の
Φ
♂
男
色
器
O
ぽ
謬
冒
α
q
に
入

る
時
、
も
は
や
知
的
翼
鶴
の
立
揚
を
離
れ
て
超
知
識
的
立
撃
に
入
る
の
で
あ
る
。
眞
と
か
備
と
か

い
ふ
の
は
是
に
於
て
無
意
義
と
な
る
。
錯
畳
な
ど
い
ム
の
は
・
知
的
立
揚
か
ら
見
て
の
乙
と
で
あ

る
、
幻
畳
や
錯
痛
に
は
異
な
れ
る
三
皇
性
を
含
ん
で
居
る
。
我
々
が
先
験
的
理
想
主
義
の
．
立
揚
に

立
つ
時
、
此
世
界
は
一
つ
の
び
鶏
話
洛
ω
2
訂
葎
器
9
p
包
σ
q
で
あ
る
。
意
識
し
て
自
分
を
欺
く
時
、
そ
れ

は
既
に
…
欺
き
で
は
な
い
。

　
美
の
域
情
は
ハ
ル
ト
マ
ソ
以
家
5
◎
畠
。
首
σ
Q
働
5
、
匡
Φ
と
考
へ
ら
れ
る
。
我
々
が
劇
を
見
て
喜
α
或

は
悲
む
竜
、
我
々
自
身
が
實
際
に
喜
び
叉
は
悲
む
の
で
は
な
い
。
宅
霧
ω
舞
な
ど
は
蚕
糞
移
入
の
際
、

我
看
は
實
際
の
威
情
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
唯
滅
情
の
表
象
を
有
す
る
の
で
あ
る
と
考
へ
て
居



　
る
。
　
か
、
る
揚
卸
、
自
我
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
の
は
、
聴
問
塞
問
因
果
の
世
界
に
射
影
ぜ
ら
れ
た
心

　
理
和
良
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
樹
象
化
さ
れ
把
自
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
併
し
か
う
い
ふ
肖

　
「
我
は
翼
の
自
我
で
は
な
い
、
反
省
せ
ら
れ
た
膚
我
で
あ
っ
て
反
省
す
る
慮
我
で
は
な
い
。
此
の
如

、
き
爵
我
は
何
等
の
内
容
を
有
せ
厚
い
。
か
＼
る
自
我
乙
そ
薗
設
の
表
象
で
あ
っ
て
實
際
の
貞
我

　
，
で
は
な
い
。
我
々
の
具
鰹
的
精
脚
現
象
は
か
、
る
自
我
と
意
識
内
容
と
の
結
合
で
は
な
い
。
意

　
識
は
内
容
其
物
の
内
面
的
駿
展
で
あ
つ
で
、
か
、
る
内
容
聖
母
展
の
統
哨
が
肖
我
で
あ
多
、
其
の
統

　
一
の
内
容
が
鳳
輿
の
内
容
で
あ
る
。
我
々
の
眞
の
肖
我
は
い
つ
で
竜
客
観
的
内
容
を
含
ん
だ
．
も

　
の
で
あ
る
。
　
ソ
ッ
プ
ス
は
美
的
鑑
賞
の
自
我
を
帥
富
鉱
Φ
。
・
と
云
っ
て
居
る
が
、
峯
Φ
亀
塁
な
．
ぢ
ざ
る
自

　
我
は
な
い
肖
我
は
銘
Φ
亀
Φ
。
・
な
る
が
故
に
器
鮮
血
で
あ
る
。
美
的
威
情
こ
そ
翼
に
實
下
情
冠
＄
ざ
。
・
O
Φ

　
空
晶
で
あ
る
。
精
細
現
象
は
意
葺
師
無
血
に
し
て
活
働
b
馨
養
ま
霧
　
の
範
疇
に
よ
っ
て
成
立
す

　
る
の
で
あ
る
。
美
的
厚
情
を
皇
威
情
を
の
畠
Φ
営
σ
Q
Φ
津
鷺
と
考
へ
6
の
は
肖
我
を
勤
皇
化
し
て
見
る

　
が
故
で
あ
る
。
此
時
既
に
眞
の
威
情
は
ト
溝
失
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
所
講
實
威
情
と
は
有
機
威

　
畳
の
如
き
竜
の
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
既
に
欲
求
の
形
を
成
せ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
ハ
ア
ト
マ
ン
は
．

　
け
曾
巳
薮
Φ
言
罰
Φ
出
①
昌
Φ
蜜
＄
酔
憲
警
冨
・
こ
。
。
琶
・
α
Q
①
宣
旨
Φ
蓬
Φ
諄
婁
①
自
傷
艮
舞
Φ
§
爵
Φ
賦
訟
g
Φ
の
。
琶
巳
・
・
琶
。
・
。

蹴
悉
。
。
騨
・
§
昌
藷
・
乙
・
。
・
乙
。
騒
誉
葛
馨
・
鴛
・
芝
。
監
露
営
疑
雲
・
鉱
。
・
g
》
・
留
乙
・
・
鑑
・
琶
。
・
。
・
。
響
α
・
曾
。
・
・

　
　
　
　
　
艶
　
o
、
塞
㌧
質
（
承
溺
）
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
、
　
　
　
　
三
七
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＋
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三
八

蹴
弩
昌
9
θ
酌
羅
。
，
器
。
。
昏
・
ぴ
竃
・
Φ
Q
毘
婁
曾
蓉
。
譲
昌
鶏
昏
暴
再
出
婁
σ
。
9
麟
露
と
云
ひ
貴
慮
景
情
と
假
威

　
情
と
は
恰
竜
海
に
溶
す
る
竜
の
が
耐
蝕
甑
く
＄
ぞ
。
ぼ
び
①
冨
G
Q
鶏
に
於
て
海
に
己
を
ま
か
す
如
く
融
合
す

　
る
と
義
っ
て
居
る
が
、
母
家
實
事
情
と
假
書
聖
と
溝
あ
る
の
で
は
な
い
。
氏
の
所
謂
層
々
情
の
立

　
揚
に
よ
っ
て
威
情
が
物
に
移
入
せ
ら
れ
、
物
が
活
か
さ
れ
て
、
所
謂
假
感
情
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
博
し
て
此
の
如
き
主
客
合
輔
の
立
揚
が
翼
の
自
己
の
立
揚
で
あ
る
、
美
的
革
威
の
外
に
具
禮
的
威

　
情
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
琉
は
⇔
。
；
⑦
馨
冨
募
9
0
Φ
o
一
旨
器
窪
伽
Φ
む
。
凶
①
ぎ
翁
塁
。
ぎ
p
ぐ
巴
。
お
器

　
回
畠
曽
幽
門
の
Φ
8
雪
面
自
象
欝
①
経
§
ぎ
げ
曾
ω
。
ぎ
首
。
。
鼠
＆
霞
≧
霧
亀
δ
戸
毛
凶
Φ
Φ
ぽ
津
軽
桑
中
㊦
話
圃
。
ゴ
坤
口
摩
陰
影
超
一

　
お
口
趣
・
審
9
0
巨
Φ
。
・
銘
護
鎧
国
毒
簿
亀
窪
痒
負
。
ぎ
Φ
印
象
目
凹
鋒
営
Φ
巳
Φ
H
。
ゴ
ぐ
。
づ
幽
。
⇒
α
q
①
霞
替
巨
窪
H
。
財
§
諺
仲
Φ
謎
。
｝
乾

　
負
聲
と
い
っ
て
居
る
が
釦
謎
σ
q
Φ
露
窪
δ
H
9
と
い
ふ
竜
の
は
な
い
。
デ
カ
享
ト
が
夢
み
る
自
我
竜

　
肖
我
で
あ
る
と
云
つ
控
如
く
、
翼
の
自
我
の
立
揚
は
認
識
野
象
界
以
上
の
立
揚
で
あ
る
、
眞
儒
を
超

　
越
し
だ
作
用
の
作
用
の
立
揚
で
あ
る
。
此
の
立
撃
に
於
て
藝
術
の
野
象
界
が
成
立
す
る
の
で
あ

　
る
。
圭
観
早
事
界
を
客
槻
的
に
見
乃
錯
畳
の
申
に
認
識
封
象
界
以
上
の
實
在
性
を
有
す
る
と
云

　
つ
泥
の
も
之
に
よ
る
の
で
あ
る
。
知
的
到
断
の
鍔
象
界
に
於
て
は
、
虚
幻
と
考
へ
ら
れ
、
無
と
考
へ

　
ら
れ
る
竜
の
竜
、
債
値
筆
草
の
甥
象
界
部
ち
文
化
の
健
界
に
於
て
は
實
在
と
な
る
。
而
し
て
聖
断

　
は
便
値
意
識
の
算
定
の
上
に
於
て
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
便
値
意
識
の
上
に
立
グ
世
界
曝
露
．



　
竜
具
鰹
的
な
る
實
在
の
世
界
で
あ
る
。

　
　
美
的
威
情
は
、
以
上
遽
べ
た
様
な
意
昧
に
於
て
眞
の
自
我
の
威
情
で
あ
ム
、
そ
の
勢
象
界
が
却
つ

　
て
翼
の
意
趣
的
實
在
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
美
の
世
界
と
厨
謂
實
世
界
と
は
襯
何
な
る
關
係
に

　
“
於
て
立
つ
か
。
我
々
の
個
人
的
人
格
の
世
界
は
絶
封
霞
由
の
良
、
我
の
立
揚
に
於
て
成
立
す
る
具
’

　
膿
的
實
在
の
部
分
で
あ
る
が
我
々
の
自
我
は
絶
食
的
日
南
の
全
期
で
は
な
い
。
ペ
ル
グ
ソ
ン
の

　
語
を
以
て
言
へ
ば
、
我
々
の
生
命
は
エ
ラ
ン
ー
・
ヴ
ィ
タ
2
ル
の
二
面
で
は
な
い
。
我
々
の
個
人
的
良
我

　
の
流
に
激
し
て
無
限
な
る
作
用
が
蓮
流
す
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
考
を

　
か
れ
ば
，
一
つ
の
表
象
，
が
意
識
の
上
に
現
れ
る
に
は
、
他
の
無
下
の
表
象
の
妨
碍
駕
⑦
旨
嗣
ぎ
ぴ
｝
曾
と
戦

　
は
ね
ば
な
ら
綴
と
脅
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
是
に
於
て
主
客
の
野
立
、
内
外
の
魑
別
が
生
じ
て
來
・

　
る
。
ペ
ル
グ
ン
ン
は
無
意
識
に
二
種
の
廣
劉
を
な
し
．
一
つ
は
無
意
識
8
霧
。
随
曾
8
β
亀
①
で
一
つ

　
は
無
く
な
っ
た
意
識
8
冨
。
凶
霞
8
霞
口
巳
似
Φ
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
。
前
者
は
翼
の
無
で
あ
っ
て
、
後

　
者
は
正
と
負
と
相
反
せ
る
爾
数
の
相
殺
で
あ
る
。
石
の
落
つ
る
如
き
は
、
全
く
無
意
識
的
で
あ
っ

　
て
、
石
は
そ
の
落
つ
る
乙
と
を
知
ら
な
い
。
之
に
反
し
、
習
慣
に
よ
っ
て
機
械
的
と
な
つ
泥
我
々
の

　
動
作
と
か
、
睡
遊
者
の
夢
申
歩
行
と
か
・
い
ふ
の
は
表
象
が
動
作
の
實
行
に
よ
っ
て
塞
が
れ
て
居
る

謝
　
の
で
あ
る
。
是
故
に
若
し
そ
の
動
作
の
心
行
が
妨
げ
ち
れ
遼
時
は
、
直
に
意
識
が
現
れ
て
來
る
。

　
　
　
　
　
美
、
の
！
，
本
魔
（
承
葡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
黒
九
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四
〇

鋤
意
識
は
始
か
ら
あ
っ
泥
の
で
あ
る
、
唯
妨
け
ら
れ
て
居
た
に
遇
ぎ
な
い
。
我
々
の
意
識
と
い
ふ
の

　
は
表
象
に
甥
す
る
動
作
の
不
足
謬
⑦
貯
銭
似
ρ
嚢
賦
。
鐸
富
鴨
瀞
。
8
膨
冨
δ
鴬
霧
窪
藝
δ
ロ
を
示
す
竜
の
で
あ
る
、

　
即
ち
野
際
の
動
作
を
取
参
懇
く
可
能
的
動
作
の
光
明
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
可
能
的
動
作
の
多

　
い
所
は
意
識
竜
深
い
。
意
識
と
は
實
際
の
動
作
と
可
能
的
動
作
と
の
心
的
差
異
と
云
っ
て
よ
い
．

　
（
ビ
リ
嗣
く
O
言
¢
8
0
敏
客
鼠
O
P
囹
・
同
α
⑦
μ
α
『
）
。
右
の
如
き
考
に
於
て
我
々
が
動
作
の
揚
面
に
出
る
と
い
ム
の

　
は
、
我
々
が
深
く
薗
己
の
根
抵
に
横
禿
は
る
絶
群
意
志
に
結
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
動
作
の
場
面

　
と
は
絶
野
意
志
の
否
定
の
方
面
で
あ
る
。
此
世
界
と
の
結
合
は
．
義
々
は
平
野
意
志
の
申
に
立
つ

　
も
の
と
し
て
我
々
の
存
在
の
條
件
と
な
る
。
野
心
面
に
於
て
は
、
我
々
の
作
用
は
動
作
に
答
ム
る

　
に
動
作
を
以
て
す
る
、
作
用
は
其
内
客
を
失
ふ
て
軍
に
一
つ
の
動
作
と
な
る
。
此
世
界
は
作
用
に

　
心
し
て
は
、
軍
な
る
客
観
的
甥
象
界
と
し
て
立
つ
、
物
質
界
と
は
此
の
如
き
世
界
に
過
ぎ
な
い
。
自

　
畳
の
膿
験
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
現
在
自
己
を
反
省
す
る
作
用
と
向
に
自
己
を
反
省
し
だ
作
用
と
は
、

　
．
過
現
未
を
超
越
し
て
而
も
之
を
統
一
す
る
自
我
の
国
学
に
於
て
相
結
合
す
る
と
考
へ
る
こ
と
が

　
で
き
る
。
而
し
て
い
つ
れ
の
反
省
作
用
竜
自
己
の
全
薩
で
な
い
か
ら
、
此
四
面
に
於
て
作
用
と
作
ら

　
用
と
は
そ
の
内
容
を
否
定
し
て
軍
な
る
行
爲
と
し
て
相
結
合
す
る
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
物
理
學

　
者
の
器
8
§
葺
呂
の
概
念
は
か
く
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
實
在
は
か
、
る
四
面
を
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背
景
と
し
て
立
π
ね
ば
な
ら
澱
。
有
限
な
る
竜
の
は
無
限
な
る
竜
の
の
上
に
成
立
つ
、
我
々
の
自

我
の
底
に
竜
か
、
る
無
限
の
流
が
あ
る
。
此
揚
面
は
我
々
の
薗
我
の
存
在
の
墓
だ
る
と
共
に
打
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穐

ち
克
つ
べ
く
與
へ
ら
れ
π
課
題
で
あ
る
。
此
帯
解
を
破
っ
て
進
む
こ
と
郎
ち
之
を
内
面
化
す
る

ご
と
が
我
々
の
生
命
の
要
求
で
あ
勇
、
翠
煙
的
實
在
の
號
展
で
あ
る
。
我
々
の
實
生
活
と
は
本
能

生
活
か
ら
角
化
生
活
に
至
る
ま
で
、
か
、
る
生
命
年
号
の
無
限
の
過
程
に
過
ぎ
な
い
。
藝
術
的
意

識
内
容
と
い
ぶ
の
は
、
之
に
反
し
之
の
如
き
客
観
界
を
内
面
化
す
る
具
聖
算
實
在
の
内
容
で
あ
る
。

繕
甥
意
志
の
野
象
界
た
る
動
作
の
男
面
と
い
ふ
の
は
そ
れ
自
身
に
於
て
猫
帯
す
る
實
在
で
は
な

い
、
恰
竜
、
塗
櫛
に
於
け
る
娼
9
纂
客
二
四
巳
蔓
の
如
き
竜
の
で
あ
る
。
具
学
的
實
在
に
於
て
は
、
騎
馬
に

重
て
の
如
く
知
と
行
と
は
直
に
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
、
意
識
と
無
意
識
と
が
輔
つ
の
竜
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
如
き
具
膣
夢
解
在
の
純
な
る
内
容
が
藝
術
的
意
識
内
容
で
あ
ウ
、
此
内
「
容

が
所
謂
屯
在
界
帥
ち
動
作
の
揚
合
と
接
聾
す
る
厨
に
意
志
の
内
容
が
現
れ
遡
る
の
で
あ
る
。
意

志
の
内
容
瀞
即
ち
實
生
活
の
内
容
は
存
在
の
條
件
に
よ
っ
て
限
定
せ
ら
れ
π
．
藝
術
的
意
識
内
容
で

あ
る
。
輩
な
る
無
意
識
と
異
な
っ
た
「
無
く
な
つ
π
意
識
」
と
は
動
作
に
よ
っ
て
塞
が
れ
π
も
の
で

は
な
く
、
動
作
を
内
面
化
し
だ
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
練
逮
に
よ
っ
て
即
吟
受
用
底
・
と
い
ふ

り
は
輩
に
機
械
的
習
慣
で
は
な
い
つ
　
書
家
が
雷
を
導
く
場
合
、
無
論
概
念
的
興
断
に
從
ふ
の
で
は

　
　
　
　
癸
　
の
　
本
「
質
（
承
箭
）
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
・
　
　
、
　
　
　
・
　
饗
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暫
攣
醗
究
　
第
四
＋
．
九
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰻
二
　
・

な
い
が
、
軍
に
膚
動
的
細
動
で
は
な
い
。
　
そ
こ
に
は
力
の
乱
焼
が
准
け
れ
ば
な
ら
臓
、
反
省
的
自
畳

で
は
磨
く
し
て
、
行
爲
的
自
暴
が
な
け
れ
ば
な
ら
滋
、
所
謂
ス
タ
イ
ル
と
は
総
画
的
自
畳
で
あ
る
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
云
ム
如
き
動
作
に
封
ず
る
表
象
の
過
剰
に
墓
く
意
識
の
外
に
、
動
作
に
よ
っ
て
塞

が
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
帥
ち
主
客
合
一
に
よ
っ
て
生
す
る
意
識
が
あ
る
の
で
あ
「
る
。
有
理
撒
の

揚
面
に
於
て
の
零
は
無
理
歎
の
窮
鳥
に
於
て
零
と
は
な
ら
澱
。
而
し
て
す
べ
て
抽
象
的
な
る
竜

の
は
、
具
膿
的
な
る
も
の
の
基
礎
と
な
う
、
聖
意
と
な
る
如
く
、
前
壁
は
後
者
の
上
に
成
立
す
る
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）


